






「みんなの笑顔が素敵なバーベキューです。」

「みんなでケーキいただきます。おいしそう！」
「これは、かぞくでうみにいってもぐったよ。」
「お兄ちゃんとジェットコースター楽しかった。」
「休日に夜御飯を食べているところです。」
「家族全員で釣り。すごく楽しかった！」

「ぼくのポイントせい夏休み」
「家族みんなでお食事会」

「母の日のカレーづくり」
「新しい家族ができたよ」
「こっせつしたこと」
「心の中の宝物」
「私を支えてくれている家族」
「理想の旦那様」
「父と私の誕生日」

図画の部
特　選
東広島市立八本松小学校
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竹原市立竹原西小学校
三次市立君田小学校
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福山市立城北中学校
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作文の部
特　選
東広島市立寺西小学校
東広島市立河内中学校
入　選
尾道市立原田小学校
竹原市立大乗小学校
大竹市立穂仁原小学校
坂町立坂中学校
坂町立坂中学校
広島市立楠那中学校
三原市立本郷中学校
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平井俊一朗
藤江結香

多田伊吹
平野咲希
小林伶鳳
頓京歩実
芳野綾香
打田穂香
土生美樹

平成23年度「家庭の日」に関する作文・図画等入賞作品　入賞者
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SERA

　青少年育成世羅町民会議は、町内34

の団体で構成し、幅広く地域に密着し

た活動をめざしています。

　今年は、11月15日に「オール１の落ち

こぼれ、教師になる～」の著者である宮

本延春先生をお迎えして講演会を開催

しました。

　宮本先生は、愛知県半田市出身で、

小学校のころからいじめにあい、中学

校での最初の通知表は、「オール1」で、

「九九」は2の段までしか言えませんで

した。漢字も自分の名前しか書けず、英

語の単語は“BOOK”しか知りませんで

した。そんな彼が、23歳のころに「アイ

ンシュタインの理論“光は波か、粒か”」

と言うビデオを観て物理学に興味を持

ち、そこから大学進学を決意し、猛勉強

の末に名古屋大学に合格、大学院も卒

業されました。

　このような経歴を持つ先生のお陰で、

多くの聴講者を迎えることができまし

た。

　ここに講演の内容を少し紹介させて

頂きたいと思います。

　オール1の落ちこぼれから自分を変

えることができた一番の要因は、「自己

肯定感」、つまり「達成感」から得られる

「自信」をつけることです。小さな自信

でも、いずれその人の人生を変えるほ

どの力を持っているのです。そして、そ

の力は誰もが持っています。その力を

引き出す為にも、子どもの良いところ

を見つけて褒める。些細なことでもま

ず褒めて子どもを認めてあげることが

必要です。

　それから、“当たり前”を“当たり前”

だと思わず、感謝の気持ちを忘れるこ

となく“ありがとう”を言うことを大

切にすることが大事なのです。毎日温

かいご飯が食べられる、蛇口を捻れば

“水”が出る、スイッチを押せば“電気”

が付く、全て当然と思っていたことが、

今年の震災で当たり前でなくなること

を経験しました。だから、感謝の気持ち

を声に出して欲しいのです。

　そして、子どもを元気にするにはま

ず、親が元気で明るくなり、その姿を

子どもに見せることが大切だと先生は

おっしゃられていました。子どもたちに

「夢を見つけなさい」と言う前に、親自

身が自分の夢をもち、それに向かって

一生懸命に努力する姿を見せるべきな

のです。その為にも、自分の心の余裕を

意識し、周りに希望を与えることができ

るように、「トイレの100W電球」のよう

に無駄な明るさが大切になるのです。

　目標や夢は自分で見つけるもので

あって、人から与えてもらうものではあ

りません。子どもが自分自身で探さな

くてはいけないのです。

　また、後悔を、やった後悔とやらな

かった後悔のふたつに分けるとしたら、

やらなかった後悔では、未知の可能性

を残したままで、悔いが残ってしまいま

す。「充実した人生とは、やらなかった

後悔のない人生」だと、宮本先生は言っ

ておられました。

　最後になりますが、講演終了後のア

ンケートに多くのご意見ご感想が寄せ

られ、主催者一同驚いています。このア

ンケート結果を活かして、これからの

活動をより良いものにし、一人でも多く

の方々に満足して頂けるよう頑張って

いきたいと思います。

市
町
民
会
議
は
県
民
運
動
を
推
進
す
る
組
織
で
す

県
内
各
地
の
市
町
民
会
議
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
中
か
ら
、

今
回
は
青
少
年
育
成
世
羅
町
民
会
議
と
、青
少
年
育
成
府
中
市
民
会
議
、

青
少
年
育
成
廿
日
市
市
民
会
議
、青
少
年
育
成
三
原
市
民
会
議
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

い
き
い
き
地
域
活
動
紹
介

青少年育成会議講演会を開催
「オール１の落ちこぼれ、教師になる～」

青少年育成世羅町民会議

みやもとまさはる

宮本 延春先生
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FUCHU

　府中市内全小学校区で行われてい

る子どもの見守り活動に、今年から青

少年のマスコット「ゆっぴー」も参加し

ています。当市民会議が各町内に配っ

た幟に描かれたもので、よく目立ちま

す。立ち上げから5年を経過して見守り

活動が定着するとともに、子どもたちと

顔見知りになって、あいさつの機会は

確実に増しています。そんな中、町づく

りを子どもたちと一緒に考えたい、具

体的な形で取り組みたい、と行動を起

こした２つの地域があります。

　まず、全校児童が我が家に掲げる

「標語プレート」を作った取り組みです。

　10月11日、国府小学校の5時間目

は「安全な暮らしを考える」時間でし

た。体育館では町内会やＰＴＡ、老人会

などでつくる「国府っ子を見守る会」の

会員が、府中家具などに使われる桐材

を短冊（プレート）に加工して待ってい

ます。「こんにちは」子どもたちが口々

にあいさつして体育館に入ってきまし

た。作業の説明のあと、各教室に分か

れて製作開始です。それぞれに事前に

考えていた標語を油性ペンで書き込ん

でいきます。各教室には見守る会の会

員や府中警察署長、当市民会議からも

一緒に参加して、ぶら下げるための紐

通しやふちどりにテープを巻くなど低

学年には少しむずかしい作業を手伝っ

たり、作品の出来栄えに感心したりして

いました。「あいさつは 防犯ブザーの 

役目する」「防犯の 最後の武器は 地域

の目」などは、完成度の高い標語とい

えるでしょう。「なくそう犯罪シール」

を貼って出来上がった作品は、各家庭

に持ち帰って玄関など目につくところ

に下げるのです。これとは別に5･6年

生が公民館や集会所などに下げようと

作った約100枚は、20日の公民館祭り

まで飾られて町民に披露されました。

　次に、「子ども達の標語を看板にして

通学路に」という取り組みです。

　11月12日、栗生公民館祭りのオー

プニングで、1年生から６年生までの標

語10作品が表彰されました。永年の風

雨で痛んだ標語の看板を作り直そうと

「栗生地区青少年育成協議会」が栗生

小学校の全校児童から募集した標語

の優秀作品です。「ありがとう だれで

もつかえる まほうのことば」「おはよ

うで きょうもはじまる 明るい日」等な

ど、どれも心を温かくするような作品

でした。これらの標語は5枚の看板の

表裏にそれぞれ書かれ、この日同時に

披露されました。表彰のあと「ただいま

と 知らない人にも 言える町」を作った

Sさんは「この看板はわたしの住む団

地に立てて欲しいな」と標語に寄せる

思いを話してくれました。また、この取

り組みを進めた育成協議会の会長さん

は「大人から働きかけたり、子どもから

働きかけたり、いろんな世代が呼びか

けあうことが大切」と、町づくりに新た

な期待を寄せていました。看板はさっ

そく通学路に設置されて、今日も道行

く人たちの心に訴えかけています。

　どちらの取り組みでも、子どもたちと

一緒に出来て楽しかった、パワーをも

らった気がするという声が多く聞かれ

ました。当市民会議が毎年2月に開催し

ている「青少年健全育成研修会」の柱

の一つに地域活動の実践報告がありま

す。今年は前述の取り組みを報告して

もらい、今後の活動に生かしたいと考

えています。

青少年育成府中市民会議

「あいさつ」「ともだち」「安全」をテーマに標語づくり
～子どもたちも一緒に町づくりへ～
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HATSUKAICHI

夏の恒例行事「ふれあいキャンプ」
　廿日市市民会議の夏の大きな行事の

一つに、７月第４土日に開催している「ふ

れあいキャンプ」があります。今年も７月

２３日（土）２４日（日）に行いました。

　廿日市市内の小学４年生以上に声を

かけ、今年は６９名の子どもが参加しま

した。このキャンプは、学校も学年も違

う初めて出会う人同士で班をつくり、二

日間の活動を共にします。クラフト制作

や食事作り、夜の森探検などで自然を

楽しみ、初対面だった仲間との交流も

深まっていきます。

　小学生の参加者を支えるのは、高

校生を中心に、自らも小学生の時にこ

のキャンプに参加した中学生カウンセ

ラー。今年は、さらに大学生と社会人の

カウンセラーも加わり、これまで以上に

幅広い年代でのキャンプとなりました。

　毎年、キャンプを終える時のアンケー

トでは、「知らない人と友達になれた」

「また来年も参加したい」という声が

多数寄せられます。参加者にとって、こ

のふれあいキャンプが家族や友達との

キャンプとは一味違う、貴重な体験に

なっているようです。

ラケット替わりにスリッパを！
「スリッパ卓球大会」

　昨年度初めて開催したふれあいス

ポーツ「スリッパ卓球大会」。今年も１５

組が参加し、１０月２日（日）に開催しまし

た。

　スリッパ卓球とは、その名の通りス

リッパをラケットにして行う卓球。「一

見ばかばかしそう」だけど、やってみる

と夢中になってしまいます。卓球経験の

ある人でも、普通の卓球のようにはうま

くいかず、卓球経験のない人でも、なん

となくうまくできてしまう、誰でも楽し

めるスポーツです。

　三次市では以前から盛んに行われて

いるということで、「いつかは交流戦！」

を合言葉に、廿日市市でも盛り上げて

いきたいものです。

子どもたちに夢を届ける
「しゃぼん玉新聞」創刊！

　今年７月、廿日市市内５つの団体と共

に、「はつかいち『青少年健全育成』新

聞」しゃぼん玉を創刊しました。年に３

回、廿日市市内の全小中学校を通じて、

市内全児童・生徒の家庭に配布しており、

１１月に第2号を発行したばかりです。

　子どもの頃、誰もが膨らませたことの

あるしゃぼん玉。壊れて消えても、次々

と膨らませることができる「しゃぼん

玉」を、子どもたちの「夢」や「希望」、

「成長」になぞらえ、この新聞の愛称と

しました。

　内容は、発行５団体の活動内容や、生

徒会通信、警察署からの情報など多岐

に渡ります。生まれたばかりの新聞です

が、これからも充実した紙面づくりを心

掛けていきます。

　廿日市市民会議では、「青少年育成

廿日市市民大会」「あいさつ運動」「子

どもまつり」「スキー教室」を始め、支

部の活動を含め１０を超える事業を行っ

ています。

　今年度は、初めての試みである「家

族そろって歌合戦」を２月に開催します。

当日の様子は、また機会がありましたら

ご紹介したいと思います。

　廿日市市民会議は、青少年が大きな

夢を描くことができ、安心して暮らせる

地域・街づくりのため、今後もそれぞれ

の事業に取り組んでいきます。

「ふれあいキャンプ」「スリッパ卓球大会」開催
「しゃぼん玉新聞」創刊

青少年育成廿日市市民会議
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MIHARA

あいさつ声かけ運動
　青少年を地域のみんなで温かく見

守り支援できるまちづくりを進めるた

め、１１月６日（日）ＪＲ三原駅前において、

三原浮城まつりの開催日にあわせ、あ

いさつ声かけ運動を実施しました。ス

テージでは、あいさつ声かけの大切さ

を伝えるとともに、市民会議の活動の

ＰＲをしました。そして、参加者に、子ど

も・若者育成支援強調月間やフィルタリ

ングの啓発チラシ及び啓発グッズを配

布しました。当日は、市と連携して、児

童虐待防止推進月間の啓発もあわせ

て行いました。

　次代を担う子どもたちが健やかに育

つためには、地域の大人たちに見守ら

れているという安心感がとても大切で

す。ちょっとした声かけが非行を防止す

ることにもつながります。子どもたちの

健やかな成長を願って、大人も子ども

もみんなで、元気で気持ちのよい「あ

いさつ」の輪が広がる街をめざして運

動を広げていきたいと思います。

　また、それぞれの地域では、各学校

の児童会や生徒会、ＰＴＡなどさまざま

な団体と連携し、「あいさつ運動」を展

開しています。登下校時の見守りをし

ながら、あいさつ運動をされている方

もいらっしゃるなど地域での温かい活

動も続けられています。

　これからも、「あいさつ」を通して人

とのふれあいを大切にしながら、地域

のつながりも感じることのできる「あ

いさつ声かけ運動」が広がるよう活動

を続けていきます。

ファミリー版画教室
　ファミリー版画教室は、毎年１１月に３

会場において開催しています。

　講師の方の説明のあと、木版画、ゴ

ム版画、スチレン版画から版を選び作

成していきます。

　スチレン版画は、鉛筆を使い版に直

接絵を書いていきます。低学年向けで

鉛筆で書くだけで版が出来るので、作

品がたくさん出来上がります。ゴム版

や木版を選んだ子どもたちは、まず

カーボンを使って絵を写した後、出来

上がりを想像しながら彫刻刀を使って

彫っていきます。初めて彫刻刀を使う

子どもたちも多く経験したことのない

作業で緊張し、最初はぎこちない様子

ですが、だんだん慣れてくると、とても

上手になっていきます。お手伝いくだ

さる地域の方や保護者の皆さんは、真

剣な表情で作業する子どもたちのでき

る力を大切にしながら、安全に作成で

きるよう見守りつつ、時に上手にサポー

トしてくださいます。一緒に参加して

いる大人たちにとっても版画体験は久

しぶりの方が多く、ドキドキ・ワクワクの

貴重な体験の機会となっています。ま

た、少し難しいゴム版画に挑戦する小

学１年生や２年生の児童もおり、チャレ

ンジする良い機会にもなっています。

　時間をかけた手作りの版画ができあ

がると、達成感で子どもたちの表情は

いきいき、瞳はキラキラと輝きます。そ

して、毎年継続して参加してくれた子

どもたちは１年間でずいぶん成長して

いることを実感します。サポートする私

たちにとっても子どもたちの成長を感

じながらともに時間を過ごせることが、

何よりの楽しみです。

　家族でサポートをしあいながら、一

緒に時間を過ごし、感動を共有するこ

とができる体験の場を、これからも大

切にしていきたいと思います。そして、

参加者が地域の方とも声をかけあい、

達成感と満足感を共に味わう機会とな

ればうれしいです。

　今後も、市民会議では地域での活動

を通して、たくさんの方々に青少年育

成活動に参加をいただけるよう取り組

みを進めていきたいと思います。ふれ

あい体験を重ねるごとに、子どもたち

は地域の大人たちをより身近な存在と

して感じることができます。小さな歩

みですが継続を力にして、多くの方々

との出会いとふれあい、子どもたちの

あふれる笑顔と成長を楽しみに、交流

を深め、活動を推進してまいります。

青少年育成三原市民会議

「あいさつ声かけ運動」や
「ファミリー版画教室」を開催
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　子どもを非行から守る大人の活動から始まった子ども会活動が、３０
年の歩みを経て、やっと小学生の子ども会議や高校生による企画会議
によって地域のふれあい活動が進められるようになり１０年が過ぎよう
としています。子ども会議で行事内容や役割分担を決め、三世代のふ
れあい活動（ふるさと仁方ふれあい地域探訪や子どものつどい）を行っ
たり、高校生の企画会議
を基に各地域の育成団体
や高校生ボランティアが
一つになって、呉市内外の
子どもや大人を巻き込ん
でふれあう「子ども祭」や

「ドッジボール大会」を開
催するなど、地域活動の
原動力となる活動が定着

してきました。私は、こ
の活動に係わって３０年
余りが過ぎました。次
世代にバトンタッチし
ながらも、さらに、今、
私にできる活動を模索
しているところです。

　井口台和太鼓クラブ「 努
どこんこ

魂鼓」では、和太鼓を通じて地域の大人と
中高生が交流し青少年健全育成の場とするとともに、地域の活性化
にも貢献しています。また、お互いが顔見知りになることで声が掛け
やすくなり、安心安全なまちづくりにもつなげています。
　子どもたちは地域で育ちます。夏祭りなどでの演奏で、地域の人か
らの「上手だったよ」「がんばってるね」の一言で子どもたちは自信
をつけ、そのときの子どもたちの輝く笑顔に、私たち大人も元気をも
らっています。

　人類が金属を使い始め
たころから行われている技
法「鋳物」を学ぶ「子ども
鋳物教室」を実施して本年
で6年目となりました。広
島市中心部のシャレオや交
通科学博物館、可部児童館
などでも実施し、平成23年
は「くにびきメッセ」でも開
催しました。たくさんの子
どもたちがものづくりの楽

しさと 素 晴ら
しさ を 経 験し
ました。

「子どもの活動を中核とした地域の活性化」をめざして「子どもたちにものづくりの体験を」

「和太鼓を通じて健全育成」

青少年育成県民運動実践委員　土岡 孝子（呉市）青少年育成県民運動実践委員　小西 正明（広島市安佐北区）

青少年育成県民運動実践委員　安井 牧（広島市西区）

青
少
年
育
成

県
民
運
動
実
践
委
員
・

青
少
年
育
成
地
域
リ
ー
ダ
ー

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

青
少
年
育
成

県
民
運
動
実
践
委
員
・

青
少
年
育
成
地
域
リ
ー
ダ
ー

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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　同じ遊びでも、中高生が加わると小学生の遊びもダイナミックな活
動に発展します。とはいうものの、中高生のパワーが突っ走ると年少
者は置いてきぼり状態になります。時によって、年長者は手加減しな
がら共に活動したり、パワー溢れる活動で年少者に刺激を与えたりし
ます。遊びを通じた交流によってお互いを認め合う関係が生まれ、地
域でのつながりの輪が広がっています。

■青少年育成県民運動実践委員とは・・・
　青少年育成県民運動が、すべての県民の参加により活
発に行われるよう地域における機能的な運動組織の整備
を促進するとともに、その活動の振興を図るために任命
されています。
　当運動の趣旨の普及促進や、県民会議が実施・助成す
る事業活動への協力、青少年育成市区町民会議や関係団
体が行う青少年育成関係事業への協力を通して、地域の
実情を詳細に把握して、円滑な業務の遂行に務めるもの
とします。

■青少年育成地域リーダーとは・・・
　地域における青少年育成県民運動の推進を図るため
に置かれています。
　主に青少年を取り巻く社会環境に関するモニター調査
への協力や、当運動に関する意見や提言などの調査への
協力、当運動への参画や支援活動を通して、地域の実情
を詳細に把握して、円滑な業務の遂行に努めるものとし
ます。

　私は、中学生を対象にソフトテニスの指導を行っています。健康づ
くりと仲間づくりを目指し、20年間頑張ってきました。学校週5日制の
開始に伴って、居場所づくりと青少年の健全育成を目指しました。ま
た、9年前から小学生を対象にミニテニスの指導も行っています。小
学生のとき、ミニテニスをやった子どもが中学校でソフトテニスを始
めるのは嬉しいことです。写真は御野小学校のミニテニス、神辺東中
学校のソフトテニスのメンバーです。

　平成１４年４月学校週５日制が導入されたことをチャンスととらえ、
自然の中で自由に遊び学ぶ「くれアドベンチャースクール」を開設し
て10年が過ぎ、300名の子どもたちが巣立ちました。
　イモ類を植え、収穫して豊作を満喫したり、厳冬の中でのもちつき
大会、真夏には川で水質や生物エコ調査、木々でものづくり、キャンプ
などたくさんの経験をして子どもたちは元気に育っていきました。

「遊びを通じて心が育つ」

「スポーツを通して青少年健全育成（小中一貫指導）」

「学校週５日制で子どもたちは育む！」

青少年育成地域リーダー　原田由美子（広島市佐伯区）

青少年育成地域リーダー　内山 幸光（福山市神辺町）

青少年育成地域リーダー　渡辺 康子（呉市）
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第
１
部
で
は
、
東
広
島
市
民
会
議
と
三
次
市
民

会
議
の
実
践
例
が
発
表
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
活
動
内
容

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
三
次
市
民
会
議

～
県
民
運
動
推
進
助
成
事
業
の
取
組
み
～

　

平
成
19
年
か
ら
各
町
民
会
議
に
１
台
の
青
色
回
転

灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
整
備
し
、
「
９
月
10
日
を
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
日
」
と
し
て
住
民
を
交
え
た
安

心
安
全
を
提
供
す
る
た
め
、
週
１
～
２
回
の
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を
全
地
域
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
前
で
意
見
発
表
を
行
う
「
児
童

生
徒
意
見
発
表
会
」
の
開
催
、
水
と
親
し
む
事
業
と

し
て
い
か
だ
を
作
っ
て
の
川
く
だ
り
、
魚
と
り
な
ど
の

「
川
と
親
し
む
会
」
、
地
域
連
携
事
業
と
し
て
取
り
組

む
「
里
親
事
業
」
、
講
演
会
と
高
校
生
を
交
え
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
「
青
少
年
育
成
大
会
」

な
ど
、
青
少
年
を
育
む
活
動
を
、
毎
年
定
期
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

携
帯
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
情
報
が
氾

濫
す
る
中
、
危
険
な
こ
と
は
さ
せ
な
い
生
活
に
な
れ
た

反
面
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
が
身
近
に
な
り
、
実
体
験

の
で
き
る
場
や
機
会
が
地
域
の
中
で
失
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
達
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
社

会
環
境
づ
く
り
、
危
険
を
回
避
す
る
自
己
判
断
能
力

の
育
成
、
次
世
代
へ
の
贈
り
物
と
し
て
の
自
然
環
境
保

護
活
動
な
ど
、様
々
な
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
達
自
ら

が
知
恵
を
学
び
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
少
年
育
成
東
広
島
市
民
会
議

中
黒
瀬
小
学
校
区 

教
育
サ
ポ
ー
ト
隊 

　

中
黒
瀬
地
域
は
、
東
広
島
市
南
部
の
、
呉
市
と
の
境

で
あ
る
黒
瀬
町
の
中
心
部
に
位
置
し
、
世
帯
数
も
３
，

８
０
０
を
超
え
る
規
模
の
小
学
校
区
で
す
。地
域
に
あ

る
社
会
団
体
や
行
政
区
長
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
平

成
18
年
に
教
育
サ
ポ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
を
結
成

し
ま
し
た
。登
録
人
数
は
１
６
０
名
で
、
主
に
遊
び
等
を

通
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。竹
と
ん
ぼ
作
り
、
竹

馬
づ
く
り
や
昔
遊
び
の
指
導
、ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流

会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
異
年
齢
世
代
と
の
交
流

や
伝
統
文
化
の
継
承
、
さ
ら
に
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
育
ん
で
い
ま
す
。さ
ら
に
、
中
黒
瀬
小
学
校
の

校
外
学
習
で
、
川
探
検
や
ま
ち
探
検
及
び
米
作
り
学
習

な
ど
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、通
学
路
に
立
ち
、登
下
校
時
の
児
童
の
安
全
見

守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。見
守
り
活
動
の
一
環
と
し

て
６
月
に
は
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
点
検
や
整
備
を
地

域
の
方
々
に
呼
び
か
け
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、

広
島
国
際
大
学
と
連
携
し
た
活
動
を
学
生
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

　地域における青少年育成活動を推進するため、市町民会議会長に加え、次代の青少年育成
活動を担うリーダーとして期待される若い世代とともに研究協議・交流会を開催し、育成活
動や市区町民会議の活性化の方策等について具体化し、展開する活動を行いました。
　平成23年7月27日に広島県立総合体育館にて、平成23年度市町民会議ネットワーク研究・
交流会を開催しました。

平成23年度
市町民会議ネットワーク研究・交流会

市町民会議は県民運動を推進します

ネットワーク
交流会
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第
２
部
で
は
「
地
域
の
宝
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
よ
う
」
～
ふ
れ
あ
い 

つ
な
が
り 

交

流
を 

Ⅱ
～
と
い
う
テ
ー
マ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
、熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
を
６
つ
の
グ
ル
ー
プ（
仁
、
義
、
礼
、

智
、
忠
、
信
）に
分
け
、
各
自
が
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
た
い
と
思
う
「
地
域
の
宝
」
を
発
表
し
、

そ
れ
を
地
域
で
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
活

発
に
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。そ
の
後
、
今
後

の
取
り
組
み
の
決
意
を
含
め
て
グ
ル
ー
プ
毎

に
発
表
し
ま
し
た
。

　
仁
の
グ
ル
ー
プ

◎「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
や
小
学
校
三
世
代
交
流
会
を
地
域
と
学

校
が
協
力
し
て
実
施
し
、
昔
な
が
ら
の
遊

び
を
子
ど
も
に
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

◎
地
域
と
学
校
と
の
連
携
を
強
化
。特
に
、中

学
生
の
地
域
活
動
へ
の
参
画
を
促
進
す
る

た
め
に
は
、
学
校
の
協
力
体
制
と
地
域
の

風
潮
の
醸
成
が
望
ま
れ
ま
す
。

◎
青
少
年
が
健
全
に
育
つ
た
め
に
は
、
地
域

が
い
か
に
上
手
く
関
わ
る
か
が
大
切
で
す
。

家
庭
で
の
子
育
て
が
下
手
な
現
代
で
、
学

校
や
家
庭
に
全
て
を
任
す
の
で
な
く
お
互

い
が
協
力
し
、
地
域
で
も
三
世
代
が
交
流

す
る
こ
と
で
伝
統
文
化
の
継
承
や
躾
な
ど

が
行
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
義
の
グ
ル
ー
プ

◎
地
域
の
文
化
や
良
い
と
こ
ろ
を
探
し
た
り
、

物
づ
く
り
を
子
ど
も
と
一
緒
に
経
験
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。そ
の
こ
と
が
大
人
も

子
ど
も
も
成
長
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

ひ
い
て
は
子
ど
も
た
ち
が
輝
き
続
け
る
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。 

◎
年
間
行
事
が
毎
年
同
じ
で
「
新
し
い
も
の

を
」と
の
意
見
も
出
て
い
ま
す
が
、
我
々
推

進
員
が
高
齢
と
な
り
、
進
歩
の
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
伝
統
行
事
等

は
継
続
し
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
も

ら
い
た
い
で
す
。若
い
方
々
の
入
会
が
困

難
な
状
況
で
、
苦
労
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

◎
異
地
域
や
世
代
と
交
流
し
、
活
動
の
幅
を

広
げ
る
こ
と
が
大
切
。そ
の
中
で
互
い
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
地
域
の

自
然
や
伝
統
、
歴
史
な
ど
を
次
の
世
代
に

繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
最
高
で
す
。

　
礼
の
グ
ル
ー
プ

◎
清
掃
活
動
な
ど
地
道
な
活
動
を
い
か
に
継

続
し
、
子
ど
も
達
に
も
関
わ
ら
せ
る
か
。日

頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
て
地
域
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
活
動

に
し
た
い
で
す
。ま
た
、
自
分
の
町
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
を
育
て
、
地
域
の
宝
を
大

事
す
る
心
を
育
て
た
い
で
す
。

◎
中
高
生
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
活
動
に

小
・
中
学
生
を
巻
き
込
み
、
地
域
の
大
人

が
指
導
者
と
し
て
繋
が
り
を
持
ち
な
が
ら

青
少
年
育
成
活
動
を
仕
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

◎
子
ど
も
と
地
域
、子
ど
も
と
高
齢
者
。人
と

人
と
の
繋
が
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
全
て

の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
子
ど
も
達
に
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。

　
知
の
グ
ル
ー
プ

◎
「
地
域
の
宝
」
は
子
ど
も
が
体
験
活
動
と
し

て
関
わ
っ
た
時
に
本
物
の
宝
と
な
り
ま
す
。

そ
の
宝
を
通
し
て
子
ど
も
が
地
域
を
誇
り

と
し
、地
域
ひ
い
て
は
郷
土
を
愛
す
る
志
を

持
っ
て
自
立
し
て
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願

い
た
い
で
す
。

◎
地
域
の
宝
は
子
ど
も
た
ち
。神
楽
、
大
花
田

植
、史
跡
と
い
っ
た
地
域
の
文
化
を
大
人
が

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、自
分

の
存
在
意
識
を
持
た
せ
ま
す
。

◎
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
心
を
一
つ
に
し
て

地
域
の
こ
と
を
知
り
、地
域
の
美
し
い
自
然

や
そ
こ
に
住
む
生
き
物
を
題
材
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
企
画
を
し
、そ
の
活
動
の
中
か
ら
自

分
の
住
ん
で
い
る
町
の
特
長
を
伝
え
ま
す
。

　
忠
の
グ
ル
ー
プ

◎
人
が
人
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
の
大
切

な
心
の
繋
が
り
、自
然
の
繋
が
り
を
再
確
認

さ
せ
る
と
と
も
に
、自
然
を
大
切
に
す
る
心

と
感
謝
の
心
を
育
て
ま
す
。

◎
子
ど
も
に
は
高
齢
者
と
の
関
わ
り
を
大
切

に
し
、伝
統
文
化
や
自
然
に
触
れ
大
き
く
成

育
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。子
ど
も
た
ち
を

お
客
さ
ん
に
は
せ
ず
、
触
れ
る
、
感
じ
る
な

ど
五
感
に
訴
え
る
活
動
を
仕
組
ん
で
い
き

ま
す
。

◎
地
域
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
宝
が
あ
り
、

人
、
物
、
自
然
な
ど
す
べ
て
の
領
域
に
お
い

て
価
値
あ
る
宝
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
大

人
が
地
域
を
知
る
こ
と
、そ
し
て
学
校
の
子

ど
も
た
ち
と
つ
な
が
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
信
の
グ
ル
ー
プ

◎
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
伝
統
な
ど
自
分
の
地

域
の
宝
と
し
て
受
け
継
い
で
き
た
も
の
を

通
し
、
子
ど
も
、
大
人
、
高
齢
者
が
輝
き
を

増
す
ふ
れ
あ
い
活
動
を
見
直
し
て
い
き
ま

す
。

◎
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
知

り
体
感
す
る
こ
と
で
、そ
れ
を
守
り
、さ
ら

に
は
新
し
い
物
を
生
み
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
す
る
機
会
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
自
分
の
地
域
を
越
え
て
、
他
の
地
域
の
市

民
会
議
と
連
携
を
取
り
、
子
ど
も
た
ち
を

含
め
た
交
流
を
し
て
、
幅
広
い
人
間
づ
く

り
が
で
き
る
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。本

当
の
宝
が
何
な
の
か
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ

を
一
番
に
考
え
て
欲
し
い
親
に
揺
さ
ぶ
り

を
か
け
ま
す
。
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１ 

は
じ
め
に

　

２
０
０
８
年
度
か
ら
、
文
部
科
学
省
に
よ

る「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用

事
業
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
事
業
を

実
施
し
た
背
景
に
は
、
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
が
多
種
多
様
化
し
て
い
る
事

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
背
景
の
中

で
、
学
校
だ
け
で
処
理
し
き
れ
な
い
事
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
校
を
基

盤
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
抱
え
る
課
題
の

改
善
に
取
り
組
む
た
め
に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
子
ど
も
た
ち
が
直

面
す
る
問
題
の
多
く
が
、
そ
の
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
に
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。学
校

だ
け
で
解
決
が
困
難
な
時
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

２ 

拠
点
校
方
式
と
派
遣
校
方
式

　

拠
点
校
方
式
と
は
、
決
ま
っ
た
学
校
に
常

駐
し
て
主
に
そ
の
学
校
を
中
心
に
支
援
を

行
い
ま
す
。地
域
に
よ
っ
て
は
、
学
校
区
を

中
心
に
行
う
所
も
あ
り
ま
す
。一
方
、
派
遣

校
方
式
は
教
育
委
員
会
に
在
籍
し
、
各
学
校

か
ら
派
遣
依
頼
が
あ
る
と
、
対
象
と
な
る
学

校
に
出
向
く
方
式
で
す
。

　

私
が
所
属
し
て
い
る
尾
道
市
教
育
委
員

会
は
、
拠
点
校
方
式
と
派
遣
校
方
式
を
組
み

合
わ
せ
る
方
式
を
取
っ
て
い
ま
す
。人
数
が

２
名
と
い
う
少
な
い
中
で
、
市
内
全
域
の
小

中
学
校
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
方

式
は
効
率
良
く
支
援
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　

私
の
経
験
か
ら
、
教
育
現
場
で
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク（
以
下
Ｓ
Ｗ
）を
行
う
た
め
に
は
、

拠
点
校
で
１
日
の
学
校
の
流
れ
を
理
解
し
、

先
生
や
児
童
・
生
徒
の
動
き
を
理
解
す
る

事
が
、
Ｓ
Ｗ
を
行
う
上
で
と
て
も
役
に
立
ち

ま
し
た
。拠
点
校
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
学

伊藤由美子
さん

●講師

■第１回「思春期・青年期と不適応」 ■第 2 回「子どもたちの“居場所”」
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現場から
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子どもたちにとっての意味～
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校
内
の
事
を
把
握
し
て
い
る
の
で
、
問
題
改

善
に
い
ち
早
く
取
り
組
め
、
改
善
も
早
い
と

い
う
事
で
す
。派
遣
方
式
は
、
そ
の
対
象
と

な
る
学
校
の
事
を
把
握
し
て
な
い
と
い
う

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
大
抵
は
依
頼
先
の

学
校
関
係
者
が
事
例
の
経
過
を
丁
寧
に
説

明
し
て
下
さ
る
の
で
、
そ
ん
な
に
リ
ス
ク
と

し
て
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
設
置
人
数
が
２
名
と
い
う
事

で
、
派
遣
で
き
る
回
数
が
少
な
く
、
学
校
も

何
と
か
自
分
た
ち
で
解
決
し
よ
う
と
努
力

さ
れ
る
の
で
、
教
育
委
員
会
に
派
遣
依
頼
が

来
る
と
き
は
、
か
な
り
の
事
例
困
難
に
な
っ

て
い
る
事
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

３ 

Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
基
本
的
な
姿
勢

●
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
個
人
と
し
て

尊
重
し
ま
す
。

●
子
ど
も
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
一
緒
に

問
題
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
子
ど
も
の
利
益
を
第
一
に
考
え
ま
す
。

●
秘
密
を
守
り
ま
す
。

●
問
題
よ
り
も
可
能
性
に
目
を
向
け
ま
す
。

●
物
事
を
自
分
で
決
め
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

●
個
人
に
責
任
を
求
め
る
の
で
な
く
、
環
境

と
の
相
互
影
響
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

※
日
本
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

協
会
よ
り
抜
粋

４ 

Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
問
題
の
捉
え
方

　

子
ど
も
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
問
題
を
、

個
人
の
資
質
や
教
育
・
医
療
と
い
う
一
側
面

か
ら
捉
え
る
の
で
な
く
、
生
活
全
体
と
の
関

係
か
ら
捉
え
、
そ
の
質
を
ど
う
高
め
て
い
く

か
で
問
題
の
改
善
を
図
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
に
対
し
て
も
、地
域
・
医
療
・
福
祉
・

司
法
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
制
度
を
総
動
員
し
て

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

５ 
対
象
と
す
る
課
題

　

病
気
、
い
じ
め
、
虐
待
、
友
人
、
教
員
と
の

関
係
、
不
登
校
、
家
庭
内
不
和
、
経
済
問
題
、

非
行
、
発
達
障
害
等
々
、
何
で
も
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
お
節
介
お
ば
さ

ん
を
自
認
し
て
い
ま
す
。

６ 

Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
関
与
ケ
ー
ス
か
ら

　

 

見
え
て
く
る
事

　

私
が
３
年
半
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
し
て
関
わ
っ
た

様
々
な
事
例
か
ら
思
う
事
は
、
子
ど
も
・
家

族
が
抱
え
る
問
題
に
貧
困
が
大
き
く
関
係

し
て
い
る
事
で
す
。
生
活
保
護
・
生
活
困
窮

者
・
一
人
親
家
庭
・
障
害
・
病
気
等
に
依
る

経
済
的
困
窮
世
帯
の
多
さ
で
す
。
子
供
が

ま
っ
す
ぐ
に
生
き
る
た
め
に
は
①
生
活
環
境

を
整
え
る
②
教
育
環
境
を
保
障
す
る
事
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
不

平
等
を
親
の
責
任
や
家
族
の
責
任
だ
け
で

論
議
す
る
だ
け
で
は
、
環
境
の
犠
牲
に
な
る

子
ど
も
の
現
状
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

と
そ
う
い
う
家
族
を
ど
う
支
え
る
か
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
に
対
し
て
責
任

を
取
れ
る
家
族
を
ど
う
成
立
さ
せ
る
か
と

い
う
視
点
は
、
単
に
親
の
努
力
や
意
識
の
問

題
で
な
く
、
そ
う
い
う
家
族
が
、
何
か
が
出

来
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
上
手
く
や
れ
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
考

え
て
支
援
す
る
視
点
が
重
要
で
す
。
問
題
が

複
合
的
な
ら
対
応
も
複
合
的
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
親
に
頼
る
事
が
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
に
は
、
親
に
代
わ
る
社

会
の
役
割
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

青少年育成カレッジ　講師陣の寄稿

▲スクールカウンセリングの現場から

▲問題を抱える子どもや家庭へのＳＳＷの支援

▲ストレス・マネージメントにヨーガを活用する
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１ 

は
じ
め
に

　

居
場
所
と
は「
人
が
居
る
所
」「
い
ど
こ
ろ
」と

あ
り
ま
す(

広
辞
苑
第
６
版)

。し
か
し
な
が
ら
、私

た
ち
が「
居
場
所
が
な
い（
あ
る
）」と
言
う
時
、
辞

書
に
記
さ
れ
て
い
る
物
理
的
な
用
語
以
上
の
意

味
を
含
ん
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
児
童
・
生
徒
の
不
登
校
へ
の
対
応

と
し
て
、
文
部
省（
今
の
文
部
科
学
省
）の
有
識
者

会
議
に
よ
る
報
告
書（
１
９
９
２
）で
は「
児
童
生

徒
に
と
っ
て
自
己
の
存
在
感
を
実
感
で
き
精
神

的
に
安
心
し
て
い
ら
れ
る「
こ
こ
ろ
の
居
場
所
」

を
学
校
内
に
用
意
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い

ま
す
。ま
た
、「
他
者
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
自

分
の
位
置
と
将
来
の
方
向
性
を
確
認
で
き
る
場

（
田
中
氏
、
２
０
０
１
）」「
子
ど
も
自
身
が
ホ
ッ

と
安
心
で
き
る
、
心
が
落
ち
着
け
る
、
く
つ
ろ
げ

る
、
そ
こ
に
居
る
他
者
か
ら
受
容
さ
れ
、
肯
定
さ

れ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
場
所（
住
田
氏
、

２
０
０
３
）」な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。更
に
、
藤

竹
氏（
２
０
０
０
）は
居
場
所
を「
社
会
的
居
場
所

（
自
分
が
他
人
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
場

所
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
自
分
の
資
質
や
能
力
を
社

会
的
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
）」「
人
間

的
居
場
所（
自
分
で
あ
る
こ
と
を
取
り
戻
す
こ

と
の
で
き
る
場
所
。安
ら
ぎ
を
覚
え
た
り
、
ほ
っ

と
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
）」「
匿
名
的
居
場
所

（
群
衆
の
一
員
と
な
り
、
匿
名
的
な
状
態
に
な
る

と
、
い
ま
ま
で
の
自
分
か
ら
抜
け
出
せ
る
こ
と
か

ら
、
か
え
っ
て
自
分
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る

場
所
）」と
３
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
か

ら
、
私
た
ち
が「
居
場
所
」と
い
う
言
葉
を
用
い
る

時
、
単
に
自
分
の
身
を
置
け
る
物
理
的
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
、、
自
分
が
承
認

さ
れ
て
い
る
、
自
分
の
存
在
を
確
認
す
る
場
、
安

心
・
安
定
感
を
得
な
が
ら
過
ご
せ
る
場
と
い
っ

た
意
味
を
含
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。本

稿
で
は
、
居
場
所
に
つ
い
て
整
理
し
、
子
ど
も
の

生
活
に
お
け
る
居
場
所
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

２ 

居
場
所
の
そ
れ
ぞ
れ

　

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
ホ
ッ
と
安
心
で
き
、
心
が

落
ち
着
け
る
居
場
所
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
こ
で

し
ょ
う
か
？
そ
こ
は
他
者
が
実
際
に
い
る
場
所

で
し
ょ
う
か
？
他
者
と
の
直
接
的
な
交
流
が
あ

る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？

　

先
ほ
ど
の
住
田
氏（
２
０
０
３
）は
、
居
場
所
を

構
成
す
る
条
件
に
つ
い
て
、
本
人
が
ホ
ッ
と
安
心

す
る
な
ど
の
主
観
の
他
に
も
う
一
つ
、
客
観
的
条

件
を
あ
げ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、
個
人
的
―

社
会
的
と
い
う
他
者
と
の「
関
係
性
」と
、
社
会
的

―
個
人
的
と
い
う
場
、
つ
ま
り
公
の
場
か
私
的
な

場
で
あ
る
か
と
い
う
物
理
的
な「
空
間
性
」を
あ

げ
、
こ
れ
ら
を
２
つ
の
軸
と
し
て
居
場
所
を
４
つ

に
分
類
し
説
明
し
て
い
ま
す（
図
１
）。Ⅰ
型
は
学

校
や
地
域
活
動
な
ど
、
他
者
と
の
共
感
的
な
関
係

性
が
安
定
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
社
会
的
な
場

所
、
Ⅱ
型
は
家
族
や
友
達
の
い
る
自
分
の
部
屋
な

ど
、
他
者
と
の
共
感
的
な
関
係
が
安
定
し
て
形
成

さ
れ
て
い
る
私
的
な
場
所
、
Ⅲ
型
は
他
者
の
い
な

い
自
分
の
部
屋
な
ど
、
他
者
と
の
関
係
が
切
り
離

さ
れ
孤
立
し
て
い
る
状
態
の
私
的
な
場
所
、
Ⅳ
型

は
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
喫
茶
店
な
ど
、
他
者
と
の

関
係
が
切
り
離
さ
れ
孤
立
し
て
い
る
の
が
社
会

的
な
場
所
で
す
。

　

最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
自
分
の「
居
場

所
」を
見
出
し
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
者
同
士
が
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
れ
る
機
能
を
備
え
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
サ
イ
ト（
ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
イ
ト
）、
掲
示
板
な
ど
）

に
、
自
分
の
作
品
や
意
見
を
掲
示
し
、
共
感
し
合

う
仲
間
を
増
や
し
て
い
る
事
例
も
多
々
あ
り
ま

す
。物
理
的
・
身
体
的
・
時
間
的
に
他
者
と
交
流

す
る
機
会
が
得
づ
ら
い
人
や
、
直
接
会
っ
て
話
を

す
る
の
が
苦
手
な
人
、
こ
れ
か
ら
仲
間
を
作
ろ
う

と
す
る
人
等
に
と
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
大

変
有
効
で
す
。世
界
中
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
共
感
し
あ
う
居
場
所
を
作
る

こ
と
も
可
能
で
す
。こ
の
よ
う
な
双
方
向
型
の
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
端
末
機
器（
パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
電
話
、携
帯
ゲ
ー
ム
機
な
ど
）が
あ
れ
ば
、社

会
的
な
場
所
や
個
人
的
な
場
所
と
い
っ
た「
空
間

性
」を
越
え
、
他
者
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報
を
や
り
と
り

す
る
間
は
、
あ
た
か
も
、
実
際
に
い
る
空
間
で
は

な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
自
分
が「
い
る
」感

覚
で
あ
り
、
先
の
Ⅰ
～
Ⅳ
型
に
は
収
ま
ら
な
い
新

た
な
場
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。　

　

実
際
、学
校
や
塾
、習
い
事
、ク
ラ
ブ
活
動
等
で

忙
し
い
今
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
サ
イ
ト
は
自
分
の
都
合
の
よ
い
時
間
に

複
数
の
他
者
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、
時
間
的

制
約
が
な
い
と
い
う
点
で
も
便
利
な
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。一
方
で
、
懸
念
さ
れ
る
面
も
あ
り
ま

す
。実
際
に
対
面
し
な
が
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
は
な
い
の
で
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
と
簡

単
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
誹
謗
中
傷
を
受
け
た

り
、
な
り
す
ま
し
や
詐
欺
と
い
っ
た
犯
罪
の
被
害

に
会
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。本
来
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
固
執
し
行
動
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
と
い
っ
た「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
症
」と

青少年育成カレッジ　講師陣の寄稿

西村いづみ
さん

●講師
PROFILE
【にしむらいづみ】
県立広島大学保健福祉学部
人間福祉学科　講師

居場所とは～育ちゆく子ども
たちにとっての意味～（総論）
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い
う
言
葉
が
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
背
景
に
、
現
実
社
会
で
の
対
人
関
係
の
不
安

定
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
サ
イ
ト
は
実
態
を
伴
わ
な
い
場
で
あ
る
こ

と
、
情
報
交
換
の
道
具
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

Ⅰ
型
や
Ⅱ
型
の
よ
う
な
、
実
態
の
あ
る
他
者
と
の

共
感
的
な
関
係
性
が
安
定
し
て
形
成
さ
れ
て
い

る
場
所
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

３ 

子
ど
も
に
と
っ
て
居
場
所
は

　

 

ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

　

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
に
と
っ
て
の
居
場
所
と

は
、
家
族
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。お
な
か
が
す
い

た
時
、
お
む
つ
が
濡
れ
て
気
持
ち
悪
く
こ
の
不
快

感
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
時
な
ど
、
自
分
の
要
求

を
家
族（
主
な
養
育
者
）が
受
け
止
め
解
消
し
て

く
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
通
し
て
、

家
族
が
自
分
の
要
求
を
満
た
し
て
く
れ
る
、
受
け

止
め
て
く
れ
る
心
地
よ
く
安
全
な
場
所
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
肯
定
的
な
自
己
概
念（
外
見
・
能
力
・
態
度
等
、

自
分
自
身
に
つ
い
て
総
合
的
な
視
点
）を
育
ん
で

い
き
ま
す
。成
長
す
る
に
つ
れ
行
動
範
囲
も
広
が

り
、
新
た
な
人
や
場
と
関
わ
る
機
会
も
増
え
て
い

き
ま
す
。新
奇
な
人
や
場
は
子
ど
も
の
好
奇
心
と

同
時
に
不
安
を
掻
き
立
て
ま
す
が
、
自
分
に
と
っ

て
自
分
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
な
場
で
あ
る
家

族
の
存
在
が
あ
り
、
肯
定
的
な
自
己
概
念
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
新
し
い
場
・
人
に
関
わ
っ
て
い
け
る

の
で
す
。

　

成
長
す
る
に
つ
れ
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、
家
族

か
ら
子
ど
も
同
士
の
仲
間
関
係
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。一
般
に
、
子
ど
も
同
士
の
仲
間
関
係

は
、
幼
児
期
頃
か
ら
遊
び
を
通
し
て
展
開
し
て
い

く
よ
う
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。実
際

に
は
、
お
も
ち
ゃ
の
取
り
合
い
な
ど
ト
ラ
ブ
ル

が
絶
え
ず
、大
人
の
仲
介
が
入
り
ま
す
が
、４
、５

歳
頃
に
は
、
自
分
の
言
動
を
制
御
し
、
相
手
と
の

関
係
を
踏
ま
え
て
協
力
し
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
小
学
校
入
学
以

降
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
関
わ
り
を
持
つ
子
ど
も

の
範
囲
は
拡
大
し
ま
す
。時
に
は
自
分
の
主
張
が

通
用
し
な
い
、
子
ど
も
同
士
で
対
立
す
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。対
立
を
通
し
て
、
お
互
い
が
習

得
し
て
き
た
ル
ー
ル
や
価
値
の
違
い
を
知
り
、
自

分
の
要
求
と
他
者
と
の
折
り
合
い
の
つ
け
方
を

学
ん
で
行
き
ま
す
。や
が
て
、
児
童
期
中
期
頃
に

な
る
と
、
気
の
合
う
複
数
の
仲
間
と
の
個
人
的
な

集
団
で
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。自
分
た
ち
独
自

の
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
行
動
を
と
っ
た
り
、
集
団
の

凝
集
性
を
高
め
る
秘
密
事
を
共
有
し
た
り
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。仲
間
の
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
自

分
勝
手
に
動
く
と
、
仲
間
か
ら
し
ば
ら
く
一
緒
に

遊
ん
で
も
ら
え
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
自
分
の

言
動
を
顧
み
る
手
痛
い
仕
打
ち
を
受
け
る
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
関
わ
り
合
い
が
深
ま
る
に

つ
れ
、
お
互
い
の
得
意
不
得
意
や
性
格
を
知
り
認

め
合
う
関
係
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

所
属
す
る
集
団
の
社
会
的
ル
ー
ル
に
沿
い
な
が

ら
、
自
分
の
意
見
や
気
持
ち
を
表
現
し
対
人
関
係

を
形
成
・
維
持
し
て
い
く
と
い
っ
た
社
会
性
の

発
達
に
、
遊
び
を
介
し
た
仲
間
集
団
が
重
要
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、

家
族
集
団
か
ら
仲
間
集
団
へ
自
分
の
価
値
や
判

断
基
準
が
準
拠
し
て
い
く
と
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
仲
間
集
団
が
子
ど
も
の
生
活
の
中
心
に
な
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す

４ 
地
域
社
会
と
居
場
所

　

現
在
、
子
ど
も
が
仲
間
集
団
を
作
っ
て
い
く
環

境
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
、
子
ど
も
の
放
課
後（
学
校
外
の
生
活
）に

つ
い
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。学
校
に
い
る
時
間
に

対
し
、
放
課
後
は
子
ど
も
に
と
っ
て
比
較
的
自
由

に
活
動
を
選
択
し
、
自
分
達
の
ル
ー
ル
に
立
つ
遊

び
集
団
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、
現

代
社
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
同
士
が
一
緒
に
遊

び
集
う
上
で
必
要
と
さ
れ
る
時
間
・
空
間
・
仲

間
の「
三
間
」は
喪
失
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
背
景
に
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
子
ど

も
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
の
大
き
く
変
化
が
あ

り
ま
す
。少
子
化
・
核
家
族
化
に
よ
っ
て
、
き
ょ

う
だ
い
数
は
少
な
く
な
り
、
遊
ぶ
友
達
は
小
規
模

に
、
ほ
ぼ
同
年
齢
の
集
団
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、
都
市
化
に
よ
り
安
全
か
つ
自
由
に
遊
べ
る
場

所
は
減
少
し
て
い
ま
す
。物
理
的
事
情
だ
け
で
な

く
、
生
活
圏
内
で
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件

や
事
故
の
防
止
策
と
し
て
、
ま
た
、
子
ど
も
の
歓

声
が
近
所
迷
惑
と
さ
れ
る
と
い
っ
た
地
域
の
受

入
状
況
に
起
因
す
る
遊
び
空
間
の
制
限
も
あ
り

ま
す
。更
に
、
学
年
が
上
が
る
と
放
課
後
に
習
い
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▲青少年育成三次市民会議「川と親しむ会」より

▲呉市仁方公民館で行われた青少年育成県民運動より
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広島県の青少年のマスコット

ゆっぴー

「ゆっぴー」は、
府中町の小学生が

太陽とライオンをモデルに、
“元気に明るく育つ
青少年”をイメージして
デザインしました。

　青少年育成県民運動の推進母体として、昭

和41年の設立以来、次代を担う青少年の健全

な育成を図ることを目的にさまざまな事業を

行ってきました。

　昨今の複雑多様化した青少年をめぐる問題

に、国、県、市町の行政や青少年団体など関係

機関と連携し、県民総ぐるみの育成運動として

取り組んでいます。あいさつ・声かけ運動、少

年の主張、夢配達人プロジェクト事業、青少年

育成カレッジなど幅広い内容です。平成20年

の法改正に伴う申請手続きを済ませ、平成23

年度に公益社団法人に移行しました。

青少年育成広島県民会議とは…

　私たちがそうであったように子どもたちはやが

て大人になっていきます。青少年が夢を持ち、健や

かに成長し、自分が育った地域を愛し、社会を構成

していくことは私たち全ての願いです。そのため

の活動を県民運動として取り組んでいます。

　県民の皆様方に会員になっていただき、この活

動へのご支援をお願いしております。活動の内容

は、『はぐくむ』の中をご覧ください。

■賛助会員
会費／個人　年額1口　  1,000円

　　　団体　年額1口　10,000円

■正会員
会費／個人　年額1口　  3,000円

　　　団体　年額1口　  5,000円

●何口でも結構です。

●機関紙「せとのあさ」、情報誌「はぐくむ」をお送りします。

●会費の納入方法などは、事務局までお問い合わせく

ださい。

会員加入のお願い

設 立

法人格取得

認 定 日

育 成 基 金

会 長

昭和41年12月7日

平成2年10月21日

平成23年3月22日

5億円（平成3年度設立）

上田宗冏（茶道上田宗箇流家元）

〈概　要〉

毎月17日
青少年の日
毎月第3日曜日
家庭の日
11月１日
ひろしま教育の日

銀　行
振込先

広島銀行県庁支店

口座番号／（普通）233251

口座名義／（公社）青少年育成広島県民会議

はぐくむ  Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

〒730‐8511  広島市中区基町10‐52
広島県環境県民局県民活動課内
TEL 082‐513‐2742
FAX 082‐511‐2173
http://www.hiro-payd.or.jp

（公社）青少年育成広島県民会議

社
会
的（
他
者
と
の
関
係
）

個
人
的（
孤
立
）

関
係
性

空間性
社会的（場所）

個人的・私的（場所）

図1 居場所の類型
＊住田氏（2003）を一部変更し作成。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅳ

Ⅲ
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事
や
塾
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
に
通
う
子
ど
も
が

増
え
、
子
ど
も
自
身
が
自
由
に
過
ご
す
遊
び
時
間

自
体
が
減
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な

「
三
間
」の
喪
失
は
、
子
ど
も
が
他
の
子
と
じ
っ
く

り
遊
び
た
い
時
に
遊
べ
な
く
な
っ
た
状
態
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。自
然
発
生
的
に
子
ど
も
の
遊
び

集
団
を
期
待
す
る
の
は
難
し
く
、
社
会
の
側
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
触
れ
合
う
場
を
提
供
す

る
仕
組
み
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

５ 

放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り

　

次
に
、
公
的
な
立
場
か
ら
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。文
部
科
学
省
は
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動

拠
点（
居
場
所
）を
確
保
し
、
放
課
後
や
週
末
等
に

お
け
る
様
々
な
体
験
活
動
や
地
域
住
民
と
の
交

流
活
動
等
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
緊
急
３

か
年
計
画「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業（
平
成

16
年
～
18
年
度
）」を
実
施
し
ま
し
た
。平
成
19
年

度
か
ら
は「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」と

名
称
が
変
更
さ
れ
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た「
放

課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」の
中
で
、
厚
生
労
働
省
の

「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業（
学
童
保
育
と
呼

ば
れ
る
こ
と
が
多
い
）」と
一
体
的
あ
る
い
は
連

携
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、
放

課
後
の
時
間
に
、
学
校
の
空
き
教
室
や
体
育
館
・

運
動
場
と
い
っ
た
施
設
に「
放
課
後
子
ど
も
教

室
」を
開
催
し
、地
域
の
方
が
、教
室
に
参
加
す
る

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
見
守
り
～
伝
承
遊
び
や

文
化
活
動
の
紹
介
、
学
習
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。筆
者
が
調
査
研
究
に
関
わ
っ
て
い
る「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」で
は
、
遊
び
を
通
し
た
子
ど
も

同
士
、
地
域
住
民（
主
に
60
代
以
上
の
方
）と
子
ど

も
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
広
島

県
で
は
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
を

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」に
派
遣
し
、
大
学
生
の
特

技
や
趣
味
を
生
か
し
た
子
ど
も
と
の
交
流
を
は

か
る「
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム「
ワ
ク
ワ

ク
学
び
隊
」」を
平
成
23
年
度
か
ら
始
め
て
い
ま

す
。核
家
族
化
の
中
、
小
学
生
の
子
ど
も
に
と
っ

て
、
親
類
以
外
の
大
人
、
特
に
大
学
生
と
遊
び
で

関
わ
る
経
験
は
殆
ど
な
く
、
年
長
者
と
の
貴
重

な
世
代
間
交
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
放
課
後
子

ど
も
教
室
」に
は
運
営
す
る
人
材
確
保
や
待
遇
面
、

学
童
保
育
と
の
連
携
と
い
っ
た
課
題
等
が
あ
り

ま
す
が
、
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
理
解
の
糸
口
と

な
る
試
み
と
し
て
注
目
す
べ
き
活
動
で
し
ょ
う
。

６ 

居
場
所
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

　

子
ど
も
の
居
場
所
を
つ
く
る
上
で
、
物
理
的
ス

ペ
ー
ス
を
用
意
す
る
だ
け
で
は
、
子
ど
も
の「
居

場
所
」と
は
な
ら
な
い
こ
と
、
子
ど
も
が
ホ
ッ
と

し
、
自
分
自
身
が
価
値
の
あ
る
存
在
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
交
流
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。家
族
の
中
で
、学
校
で
、自
分
の
存
在

を
否
定
的
に
扱
わ
れ
た
経
験
の
あ
る
子
ど
も
で

あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
居
場
所
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ

は
、
子
ど
も
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
な
ど
の
き
め
細
や
か
な
配
慮
が
必
要

で
し
ょ
う
。ま
た
、
居
場
所
に
集
ま
っ
た
子
ど
も

同
士
を
さ
り
げ
な
く
つ
な
げ
る
力
量
や
、
地
域
住

民
ス
タ
ッ
フ
を
発
掘
し
子
ど
も
に
つ
な
げ
る
力

量
が
求
め
ら
れ
ま
す
。先
に
紹
介
し
ま
し
た「
放

課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」で
は
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て

お
り
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
実
施
さ
れ
て
い
る

学
校
や
保
護
者
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
絡

調
整
、
地
域
の
協
力
者
の
確
保
・
登
録
・
配
置
、

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
等
を
担
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
の
年

齢
や
状
況
、
そ
の
時
の
居
場
所
の
メ
ン
バ
ー
全
体

の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
介
入
度（
ス

タ
ッ
フ
主
導
～
見
守
り
程
度
）や
活
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
見
極
め
、
実
施
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う

な
居
場
所
を
俯
瞰
し
な
が
ら
状
況
判
断
を
す
る

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
実
際
に
子
ど
も
た
ち
の「
居
場
所
」と

な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
場
所
に
い
る
子
ど
も
や

第
三
者
に
よ
る
評
価
、
評
価
を
も
と
に
運
営
等
を

変
え
て
い
く
柔
軟
性
も
大
事
で
し
ょ
う
。

　

若
手
社
会
学
者
の
阿
部
氏
は
、
自
身
の
児
童

期
・
青
年
期
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
居
場
所
の
な

さ
は
生
き
づ
ら
さ
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い

ま
す（
２
０
１
１
）。あ
え
て
、
私
た
ち
大
人
が「
子

ど
も
の
居
場
所
」を
考
え
る
の
は
、
子
ど
も
は
未

来
の
象
徴
で
あ
り
、
笑
顔
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
望
・
期
待
の
表
れ
で
も
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。す
べ
て
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
の
た

め
に
、
社
会
の
責
任
と
し
て
居
場
所
を
作
っ
て
い

く
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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広島県の青少年のマスコット

ゆっぴー

「ゆっぴー」は、
府中町の小学生が

太陽とライオンをモデルに、
“元気に明るく育つ
青少年”をイメージして
デザインしました。

　青少年育成県民運動の推進母体として、昭

和41年の設立以来、次代を担う青少年の健全

な育成を図ることを目的にさまざまな事業を

行ってきました。

　昨今の複雑多様化した青少年をめぐる問題

に、国、県、市町の行政や青少年団体など関係

機関と連携し、県民総ぐるみの育成運動として

取り組んでいます。あいさつ・声かけ運動、少

年の主張、夢配達人プロジェクト事業、青少年

育成カレッジなど幅広い内容です。平成20年

の法改正に伴う申請手続きを済ませ、平成23

年度に公益社団法人に移行しました。

青少年育成広島県民会議とは…

　私たちがそうであったように子どもたちはやが

て大人になっていきます。青少年が夢を持ち、健や

かに成長し、自分が育った地域を愛し、社会を構成

していくことは私たち全ての願いです。そのため

の活動を県民運動として取り組んでいます。

　県民の皆様方に会員になっていただき、この活

動へのご支援をお願いしております。活動の内容

は、『はぐくむ』の中をご覧ください。

■賛助会員
会費／個人　年額1口　  1,000円

　　　団体　年額1口　10,000円

■正会員
会費／個人　年額1口　  3,000円

　　　団体　年額1口　  5,000円

●何口でも結構です。

●機関紙「せとのあさ」、情報誌「はぐくむ」をお送りします。

●会費の納入方法などは、事務局までお問い合わせく

ださい。

会員加入のお願い

設 立

法人格取得

認 定 日

育 成 基 金

会 長

昭和41年12月7日

平成2年10月21日

平成23年3月22日

5億円（平成3年度設立）

上田宗冏（茶道上田宗箇流家元）

〈概　要〉

毎月17日
青少年の日
毎月第3日曜日
家庭の日
11月１日
ひろしま教育の日

銀　行
振込先

広島銀行県庁支店

口座番号／（普通）233251

口座名義／（公社）青少年育成広島県民会議

はぐくむ  Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

〒730‐8511  広島市中区基町10‐52
広島県環境県民局県民活動課内
TEL 082‐513‐2742
FAX 082‐511‐2173
http://www.hiro-payd.or.jp

（公社）青少年育成広島県民会議
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「夢配達人プロジェクト」で福山の伝統工芸品である琴を作り、演奏する福山市立鞆小学校の児童

●
夢
配
達
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　〜
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
地
域
の
み
ん
な
で
実
現
さ
せ
ま
し
た
！
〜

●
い
き
い
き
地
域
活
動
紹
介

　
　青
少
年
育
成
世
羅
町
民
会
議

　
　青
少
年
育
成
府
中
市
民
会
議

　
　青
少
年
育
成
廿
日
市
市
民
会
議

　
　青
少
年
育
成
三
原
市
民
会
議

●
青
少
年
育
成
カ
レ
ッ
ジ「
総
合
講
座
」の
紹
介

特  集

平成23年度青少年育成県民運動推進大会

講演会「わたしの家族」
講師・武田美保さん
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